
　

脳アミロイドPET診療を開始するにあたって

 ◆はじめに 石井一成，百瀬敏光
 ◆ 11C PiBを用いたアミロイドPET 加藤隆司
 ◆ 18F標識 florbetapir, flutemetamol, florbetabenを 
用いたアミロイドPET 石井賢二
 ◆次世代型アミロイドPETリガンドはデファクトスタンダードと 
なり得るか？ 島田　斉
 ◆質量分析を用いた脳内アミロイド蓄積の血漿バイオマーカー 金子直樹

連　載
 ◆診療ガイドラインにおける FDG‒PET推奨度解説 
第 11回　肝細胞癌の病期診断／第 12回　胆道癌の転移診断 立石宇貴秀
 ◆日常診療で押さえておきたい放射線の基礎知識 
第 4回　確率的影響の考え方 古川恭治

〔都合により掲載論文が変更になる場合がありますのでご了承下さい〕
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